
　　頸部腫瘍手術（耳下腺・顎下腺・頸部のう胞・その他の頸部腫瘤）を受けられる 様の計画表　

/ / / / /　　～　　/ / /

 手術前日  手術当日  １日目 ２日目 ３～４日目 ５日目 外来

 入院 退院 退院後初の受診日

病理検査の結果をお話
します。

結果によっては追加の
治療が必要になることが
あります。

眠れない場合、眠り薬をお渡しし
ます。

手術室で点滴をします。手術中と
術後に化膿止めの点滴がありま
す。

薬剤師は医師と情報共有して、
薬物療法を安全に進めていきま
す。

痛いときは痛み止めの坐薬を使
います。

８階西病棟の診察室で毎日診察をします。

傷跡をきれいにするため
に以後テープをはってい
ただきます。

手術後は創のところに管が入って
います。

制限はありません。 朝、歯みがきと洗面をしましょう。 制限はありません。

男性はひげそりをしましょう。

入浴・洗髪・つめ切りをしましょう。 手術後３時間はベッド上で安静に
してください。

創に問題がなければ入浴
ができます。

以後トイレ歩行はできますが、初
めて歩くときは必ず看護師を呼ん
で下さい。

手術前の食事にもどります。

お薬の飲み方について説明をします。

術後のお薬の飲み方について薬
剤師から説明があります。

麻酔科医の診察があります。

＊この用紙は入院時に必ず持参して下さい
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外来(入院まで）

テープの貼り方について
看護師が説明いたしま
す。

診察までに創に髪がかからないように
整えましょう。

説
明
・
指
導

ご家族の方は手術予定時間の１
時間前に来院して下さい。

看護師より入院生活についてお
話します。

手術中は家族の方が貴重品の管
理をしておいて下さい。

お
薬

必要時、首の毛ぞりをします。（耳
下腺の手術の場合は耳の周りを
散髪して下さい。）

　
　
　
　
以
後
日
常
生
活
・
就
業
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

血液検査をします

手術後１～３日目に創に入っている管が抜けます。

創のシールを医師がはが
します。

診察後に点滴を抜きます。
痛い時は頓服の痛み止めがあります。
手術創の位置や大きさにあわせて化膿止めの内服が処方されることがあります。

管が抜けるまでは調子がよければ身体を拭くことができ
ます。
管が抜けた日は腰から下のシャワーができます。
その翌日以降は洗髪・全身のシャワーができます。

　
　
　
　
　
創
の
治
り
が
順
調
で
あ
れ
ば
退
院
で
す

@SYSDATE4@

主治医より手術説明をします。
（家族の方もお越しください。）

行
動

8時までに手術用の衣服に着替
えておいて下さい。
（中は下着のみです。）

月
日

手術前の飲食制限については、
麻酔科医の指示に従って下さい。

検
査

食
事

翌朝まで飲食できません。

整髪が不安な方は看護師がお手伝いします。

お粥食がでます。

治
療
・
処
置

退院おめでとう
ございます

平成２３年５月１５日改訂

手術を受けるた
めの検査

入院前準備センター

入院の準備として下記の点に御注意下さい。

【お薬】
常用している薬は入院中も継続しますので、持参し
て下さい。

【行動】
指輪・つけ爪・マニュキア・ペディキュアは
入院前にとっておいて下さい。

麻酔科診察
全身麻酔について説明いたします。

検査結果の確認

耳鼻咽喉科への受診

は不要です。
異常があればご連絡
しますので再来下さ
い。他の診療科を受
診していただきます。

耳鼻科外来の再診がありま

す。
結果によってはさらに他の診
療科を受診していただいたり、
手術が延期または中止とな
る場合があります。

手術を受ける

ための検査

他の診療科
への受診

＋

手術に際して
リスクのない方

手術に際して
リスクのある方

入院日までお待ちください。
入院係から入院の連絡があります。

処方されたお薬はきちんとのみましょう。


